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全国町村議会議長会主催　町村議会議長・副議長研修会
　全国町村議会議長会主催の町村議会議長・副議長研修会が5月30日（月）に東京都東京国際フォーラム

で開催され、全国から約1,200人の町村議会議長・副議長が集まり、赤村からも浦野良一議長と春本敏典

副議長が参加しました。

　二元代表制の意義や議員のなり手不足の課題など

町村議会を取り巻く現在の状況について、下記講師の

方々の講演を聴くことができました。

〇講演「町村議会のあるべき姿」

　　東京大学名誉教授　　　　　大森　　彌 氏

〇講演「町村議会議員報酬について」

　　大正大学社会共生学部教授　江藤　俊昭 氏

〇講演「地方議会とハラスメント」

　　上智大学法学部教授　　　　三浦　まり 氏

令和4年第2回福岡県田川地区消防組合議会臨時会 （　　　　 ）
　5月30日（月）に田川地区消防本部で開会され、下記議案について、慎重審議の結果、すべて原案のとお

り可決されました。

　議案第5号　財産の取得（金田救急車）について

　議案第6号　福岡県田川地区消防組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

　議案第7号　福岡県田川地区消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

　議案第8号　福岡県田川地区消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

　7月4日(月)に田川地区クリーンセンターで開会され、下記議案について慎重審議の結果、原案のとおり

可決されました。

　議案第5号　令和4年度田川郡東部環境衛生施設組合一般会計補正予算（第1号）を定めることについて

大場謙一議員　出席

令和4年田川郡東部環境衛生施設組合議会第2回臨時会

金田救急車１台を購入するにあたり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例の規定により議会の議決を求めるもの。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ345,000千円を増額し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ570,290千円とするもの。

人事院規則（職員の育児休業等）の一部を改正する人事院規則が公布されたことにより、

これらの内容を規定する福岡県田川地区消防組合職員の育児休業等に関する条例につい

て所要の改正を行うもの。

令和3年8月10日の人事院勧告を受け、令和4年2月1日閣議決定された国家公務員の一般

職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律案に基づき、福岡県田川地区消防

組合職員の給与に関する条例について所要の改正を行うもの。

令和4年4月1日より新たに地域手当の支給が開始されたことに伴い、期末勤勉手当の支給

について国家公務員の給与制度に基づき改正を行うもの。

（　　　  　　　 ）春本雪夫議員、大場信司議員
春本敏典議員、浦野良一議員　出席
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第7回赤村議会6月定例会 期日/令和4年6月9日～10日

　6月9日に招集及び開会し、議長報告、村長報告、村事務報告、教育委員会事務報告及び一般質問が行われた
後に、専決処分に関する案件3件、人事に関する案件１件、条例の一部改正に関する案件1件、条例の制定に関
する案件1件、補正予算1件の合計7案件が提出され、慎重審議を行った結果、全案件承認、同意及び可決して6
月10日に閉会しました。

議案等
番　号 件　　　　名 内　　　　　容 結

果

　地方税法等の一部を改正する法律が令和4年3月31日
に公布され、同年4月1日に施行されることに伴い、専決
を行ったもの。
　主な改正内容は、①ＤＶ被害者に関する固定資産税課税
台帳証明書の記載事項の見直し②所得税と個人住民税の
課税方式の見直し③個人住民税の合計所得金額の規定整
備④省エネ改修に関する固定資産税の減免措置⑤商業地
等に対する固定資産税の負担軽減措置。

専決処分の承認を求める
ことについて（赤村税条例
等の一部を改正する条例
の制定について）

承 認
第4号

　地方税法施行令等の一部を改正する政令が令和4年3月
31日に公布され、同年4月1日に施行されることに伴い、
専決を行ったもの。
　改正内容は、課税限度額の見直しによる、限度額の引
き上げ。

専決処分の承認を求めるこ
とについて（赤村国民健康
保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について）

承 認
第5号

　国から特別交付税等の財政支援を得たので、減債基金
への積立てにより、将来の償還財源に充てるため、この
専決を行うものである。

専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和3年度赤村
一般会計補正予算【補正第
11号】）

承 認
第6号

　赤村固定資産評価審査委員会委員　中村 司 氏の任期
が6月16日をもって満了することに伴い、同氏を選任し
たいので、議会の同意を求めるもの。
任期：3年

赤村固定資産評価審査委
員会委員の選任につき同
意を求めることについて

同 意
第2号

　新型コロナウイルス感染症の影響により、世帯の主た
る生計維持者の収入の減少が見込まれる場合等における
国民健康保険税の減免特例期間を延長するため、この改
正を行うもの。
旧減免特例期間：令和3年4月1日から令和4年3月31日まで
新減免特例期間：令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

赤村国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の
制定について

議 案
第20号

　赤中学校の老朽化に伴う村立学校の建設に関して必要
となる調査及び審議を行うための審議会を設置し、組織
及び運営に関する事項を定めるため、本条例を制定する
もの。

　170,977千円増額し、歳入歳出それぞれ3,169,491
千円とする。
　主な補正内容は、新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金事業費の増（原油価格・物価高騰対応分、
空気清浄機購入費の増）、低所得子育て世帯生活支援特別
給付金給付事業費の増、田川郡東部環境衛生施設組合負
担金の増、新型コロナウイルスワクチン接種事業費の増
（４回目接種に伴う増）、学校建設事業費の新設による増。
　歳入は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金等の特定財源、地方交付税の一般財源。

赤村立学校建設審議会条
例の制定について

令和4年度赤村一般会計補
正予算（補正第1号）

議 案
第21号

議 案
第22号

承
　
　
　
認

同
　
意

可
　
　
　
　
　
　
決



同和問題街頭啓発（村内）
田川郡東部環境衛生施設組合議会臨時会（大任町）
春本雪夫議員、大場信司議員、春本敏典議員、
浦野良一議員出席
福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部
運営委員会（田川市）
議会広報委員会（住民センター）
例月出納検査・監査（住民センター）
町村議会議長会議（田川市）
福岡県監査委員協議会総会（福岡市）

赤村議会議員　　　出席行事
1日
4日

8日

11日
20日
27日
29日

7月
田川防犯協会連合会監査（住民センター）
例月出納検査・監査（住民センター）
行政監査現地確認（村内）
航空自衛隊築城基地協賛会役員会（行橋市）
地方創生検証委員会（住民センター）
福岡県田川地区消防組合議会臨時会
（田川市）大場謙一議員出席
町村議会議長・副議長研修会（東京都）

赤村議会議員　　　出席行事
13日
19日
20日
26日
27日
30日

5月

田川地区斎場組合議会定例会（田川市）
中村勇紀議員出席
町村議会常任・議運委員長・副委員長研修会（福岡市）
例月出納検査・監査（住民センター）

決算審査（住民センター）

赤村議会議員　　　出席行事予定
5日

18日
19日

8月赤村議会議員　　　出席行事6月
議会運営委員会（住民センター）
田川地域国道整備促進期成会総会（田川市）
主要地方道田川直方線延伸整備促進期成会
通常総会（田川市）
田川防犯協会連合会総会（田川市）

第7回赤村議会定例会（議場 他）
例月出納検査・監査（住民センター）
一般社団法人田川広域観光協会理事会（田川市）
議会全員協議会（住民センター）

1日
3日

21日

22日

9日～10日 22日～25日

新型コロナウイルス感染防止のため、手洗い・
うがいをし、密閉・密集・密接を避けましょう

　本来は議会の議決を要する案件について、特別の理由がある場合に行政運営の遅延防止のため、村長の判断で
議会の議決に代わる意思決定を行うことを専決処分といいます。

○…賛成　×…反対　欠…欠席第7回赤村議会定例会採決の状況

議　　　案　　　名番　号 春
本
敏
典

大
場
信
司

馬
田
和
博

佐
武
富
實

原
　
隆
康

小
林
　
慧

大
場
謙
一

中
村
勇
紀

春
本
雪
夫

○承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　　員　　の　　賛　　否

専決処分の承認を求めることについて
（赤村税条例等の一部を改正する条例の
制定について）

承 認
第 4 号

○承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分の承認を求めることについて
（赤村国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について）

承 認
第 5 号

○承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて（令和
3年度赤村一般会計補正予算【補正第11号】）

赤村固定資産評価審査委員会委員の選任
につき同意を求めることについて

承 認
第 6 号

同 意
第 2 号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○赤村国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第20号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○赤村立学校建設審議会条例の制定について議 案
第21号

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和4年度赤村一般会計補正予算（補正
第1号）

議 案
第22号

結
　
　
果

とは専決処分

・議会が成立しないときや会議を開くことができないとき
・村長において議会の議決について、特に緊急を要するため議会を招集する時間的な余裕がないことが明らかなとき
・議会において議決すべき事件を議決しないとき

※村長が専決処分を行ったときは、次の会議で議会に対し報告する必要があり、議会はこの案件承認の可否について議決を行うことになります。
　もしも、議会の承認が得られないときは、村長は必要と認める措置を講じ議会に報告しなければなりません。
　また、専決処分には議会の権限に属する軽易な事項で特に指定したものは、議会への報告及び承認の必要がないものもあります。

特別の
理由

4
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結
果

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
開
設
の
基
本

的
な
考
え
方
と
職
員
の
配
置
体
制

に
つ
い
て
。

道 

村
長

避
難
者
の
検
温
・
発
熱
等
の
症
状

の
あ
る
者
は
専
用
の
部
屋
を
確
保
、
定
期

的
な
換
気
、
避
難
者
の
世
帯
毎
避
難
も
考

え
テ
ン
ト
の
配
備
、
対
応
す
る
職
員
の
予

防
対
策
な
ど
感
染
対
策
を
実
施
し
て
受
け

入
れ
た
い
。
職
員
の
配
置
体
制
は
、
担
当

課
だ
け
で
な
く
他
の
部
署
職
員
も
応
援
体

制
を
取
っ
て
い
る
。

普
段
か
ら「
防
災
の
備
え
」が
大
切
、

住
民
へ
の
周
知
・
訓
練
は
。

道 

村
長

令
和
2
年
に
全
所
帯
に
「
改
正
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
配
布
し
た
。
訓
練
に

つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
ま
っ
て
な

い
中
、
工
夫
し
て
住
民
へ
の
訓
練
等
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
る
が

配
っ
て
終
わ
り
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
広
報
誌
等
を
も
っ
と
活
用
し

て
防
災
の
日
、
防
災
用
品
点
検
の
日
等
普

段
か
ら
住
民
へ
の
周
知
が
必
要
と
思
う
が
。

小
関 

総
務
課
長

ご
指
摘
の
と
お
り
、
今
か
ら
で
も
防

災
関
係
の
啓
発
を
広
報
誌
等
で
行
い
た
い
。

災
害
に
対
す
る
意
識
付
け
は
大

切
。
梅
雨
入
り
す
る
が
今
か
ら
で

も
周
知
を
は
か
っ
て
貰
い
た
い
。
防
災
担

当
の
職
員
を
採
用
し
て
い
る
が
活
用
の
仕

方
は
。

小
関 
総
務
課
長

村
の
防
災
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

見
直
し
を
し
て
い
る
。
感
染
症
の
影
響
で

訓
練
等
が
出
来
て
な
い
が
、
専
門
性
を
活

か
し
て
広
報
・
啓
発
活
動
を
行
い
た
い
。

防
災
の
プ
ロ
を
迎
え
た
が
、
感
染

症
の
収
束
が
見
え
な
い
中
で
、
い

ろ
い
ろ
工
夫
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
が
必

要
と
思
う
が
村
長
ど
う
で
す
か
。

道 

村
長

防
災
担
当
で
採
用
し
た
。
専
門
性

を
活
か
し
て
防
災
、
消
防
等
関
係
機
関
と

協
議
し
て
計
画
書
、
指
導
書
を
作
り
た
い
。

職
員
の
配
備
態
勢
に
つ
い
て
、
村

外
居
住
者
が
多
い
が
大
丈
夫
か
。

小
関 

総
務
課
長

部
内
の
配
備
態
勢
を
第
一
配
備
か

ら
第
三
配
備
ま
で
策
定
し
て
お
り
緊
急
性

に
応
じ
て
運
用
し
て
い
る
。

梅
ノ
木
た
め
池
の
工
事
に
つ
い
て
答

弁
し
た
が
い
ま
の
状
況
は
ど
う
か
。

溝
邉 

産
業
建
設
課
長

昨
年
9
月
議
会
で
答
弁
し
た
内
容

と
変
わ
ら
な
い
。
令
和
４
年
度
国
に
事
業

申
請
を
行
い
土
地
改
良
法
の
手
続
き
、
令

和
5
年
度
に
実
施
設
計
、
令
和
6
年
9
月

か
ら
工
事
着
手
で
進
ん
で
い
る
。

梅
ノ
木
た
め
池
の
工
事
は
村
で
や
る

べ
き
こ
と
は
な
い
の
か
。

溝
邉 

産
業
建
設
課
長

県
営
事
業
で
行
う
の
で
す
べ
て
福

岡
県
で
行
う
。

災
害
備
蓄
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

小
関 

総
務
課
長

本
村
の
地
震
被
害
想
定
に
基
づ

き
、
食
料
対
象
人
口
1
5
0
人
と
考
え
て

い
る
。一
日
3
食
3
日
分「
1
，3
5
0
食
」

以
上
を
確
保
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
度
に
上
赤
集
会
所
な

ど
村
内
7
か
所
の
指
定
緊
急
避
難
場
所

に
、
防
災
倉
庫
を
設
置
し
て
水
・
パ
ン
・

毛
布
な
ど
を
あ
る
程
度
備
蓄
し
て
緊
急
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ど
の
施
設
を
活
用
し
て
ど
れ
く
ら

い
の
人
数
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

小
関 

総
務
課
長

住
民
セ
ン
タ
ー
、
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
、
各
集
会
所
を
予
定
。
具
体
的
な
数

字
は
な
い
が
、
参
考
と
し
て
は
1
5
0
人

程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

テ
ン
ト
は
何
張
り
あ
る
の
か
。
活

用
の
仕
方
は
。

小
関 

総
務
課
長

10
張
あ
る
。
基
本
的
に
は
お
年
寄

り
、
体
の
不
自
由
な
人
を
考
え
て
い
る
。

賞
味
期
限
等
の
あ
る
備
蓄
品
の
扱

い
は
。

小
関 

総
務
課
長

食
料
な
ど
賞
味
期
限
等
の
あ
る
備

蓄
品
は
期
限
切
れ
に
な
る
前
に
、
赤
小
中

学
校
に
提
供
し
た
り
、
源
じ
い
の
森
温
泉

な
ど
３
か
所
で
防
災
啓
発
の
チ
ラ
シ
を
付

け
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
品
ロ
ス
を

無
く
す
活
動
を
行
っ
て
い
る
N
P
O
法
人

に
寄
附
す
る
な
ど
有
効
活
用
し
て
い
る
。

備
蓄
品
の
「
食
品
ロ
ス
」
が
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
防
災
教

育
等
で
活
用
し
た
ら
、
そ
の
次
が
大
切
、

感
想
文
・
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
意
見
を
貰

い
改
善
点
な
ど
集
約
し
て
防
災
教
育
に
活

か
し
て
も
ら
い
た
い
。

道 

村
長

普
段
の
備
え
は
大
切
、
備
蓄
品
を

活
用
し
て
災
害
関
係
の
教
育
的
な
発
想
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問問 答

問問問問 答答答

問問問問 答

問問問 答答答

答答答答

答 異
常
気
象
等
に
よ
る

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る大場

謙
一 

議
員
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結
果

本
村
の
基
金
は
、
財
政
調
整
基
金

等
、
約
43
億
円
あ
る
と
思
う
。
コ

ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
で
物
価
の
高

騰
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
。
村
長
は
計
画

性
を
持
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
村
の

将
来
を
考
え
る
と
、
基
金
を
温
存
す
る
よ

り
も
そ
れ
を
活
用
し
、
も
っ
と
元
気
な
赤

村
に
す
る
た
め
の
事
業
を
進
め
た
方
が
得

策
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
職
員
の

ご
苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

道 

村
長

物
価
上
昇
に
伴
う
基
金
の
活
用

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
人

流
が
減
少
し
、
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
や
物

流
が
滞
る
等
経
済
的
影
響
が
全
国
的
に
広

が
り
、ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
り「
原

油
価
格
や
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
」
等
、

高
騰
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、
住
民
生
活
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
本
村
は
、
物
価
上

昇
に
伴
う
村
民
へ
の
負
担
軽
減
に
対
応
す

る
た
め
、
補
正
予
算
に
「
赤
村
住
民
生
活

支
援
金
」
と
し
て
、
全
住
民
に
１
人
当
た

り
３
万
円
を
支
給
す
る
予
算
案
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
財
源
は
、
国
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
充
て
、
国
の
指
針
に
よ
り
、
低
所
得
者
・

中
間
所
得
者
に
対
す
る
給
付
金
を
財
源
活

用
し
、
高
所
得
者
（
８
０
０
万
円
以
上
）

に
関
し
て
は
、
国
の
臨
時
給
付
金
に
該
当

し
な
い
の
で
、
村
の
一
般
財
源
で
支
給
し

ま
す
。
当
然
、
一
般
財
源
な
の
で
、
今
後

一
般
財
源
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
は
、
本

村
の
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
。村

長
は
、
国
の
施
策
に
よ
っ
て
低

所
得
者
に
３
万
円
の
給
付
を
行
う

こ
と
で
、
こ
れ
に
伴
っ
て
他
は
一
般
財
源

に
伴
う
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
充

て
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
良
い
事
で
前
向
き
な
答
弁
だ
と
思
い
ま

す
が
、
私
が
一
番
懸
念
し
て
い
る
の
は
、

村
長
が
今
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、
例
え

ば
小
中
一
貫
校
に
向
け
た
校
舎
の
建
て
替

え
等
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
貯
め
て
い
る
基
金
、
例
え
ば
１
億
円

貯
め
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
物
価
は
そ
の
倍

に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
今
の
う

ち
に
事
業
を
前
向
き
に
実
施
し
た
方
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

道 

村
長

基
金
に
し
て
も
利
率
等
が
低
い
面

も
あ
り
ま
す
し
、
災
害
等
、
世
の
中
で
は

事
件
的
な
こ
と
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
目
的
に
沿
っ
て
計
画
的
に
有

効
に
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
長
の
任
期
は
後
３
年
間
あ
り
ま

す
が
、
ぜ
ひ
こ
の
計
画
を
や
り
た

い
、
最
優
先
事
業
は
何
を
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
、
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

道 

村
長

赤
村
の
発
展
の
た
め
に
は
子
ど
も

達
の
教
育
環
境
等
を
充
実
さ
せ
る
よ
う

や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

そ
れ
に
は
教
育
環
境
を
整
え
、
赤
村
か
ら

優
秀
な
方
々
が
育
ち
、
日
本
は
お
ろ
か
世

界
に
羽
ば
た
く
よ
う
な
子
ど
も
達
を
作
り

た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
小

中
学
校
の
環
境
の
整
備
が
一
番
大
き
な
重

要
施
策
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
借
金
・
国
・
県
の
補
助
金
だ
け
で
は
、

中
々
賄
え
ま
せ
ん
。
今
か
ら
村
が
出
来
る

一
般
財
源
の
積
み
立
て
を
そ
の
分
に
充
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当
で
あ
る
教
育
委
員
会
の
課
長

と
財
政
担
当
の
総
務
課
長
と
連
携

し
て
事
業
を
前
に
進
め
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。小

関 

総
務
課
長

財
政
的
側
面
と
、
人
事
的
側
面
か

ら
の
２
方
向
で
村
長
の
采
配
が
し
や
す
い

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
財
政
的
側
面
で

は
、
３
月
議
会
で
教
育
施
設
等
整
備
基
金

を
新
た
に
作
り
ま
し
た
。
４
月
１
日
付
け

で
教
育
委
員
会
の
機
構
改
革
を
し
て
も

ら
っ
て
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
村
長
の
思
い

が
叶
う
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
整
え
て
い

き
ま
す
。上

野 

教
務
課
参
事

村
長
の
意
向
で
、
４
月
か
ら
学
校

建
設
係
を
設
置
し
て
お
り
、
赤
村
立
学
校

建
設
審
議
会
の
条
例
の
制
定
を
諮
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
は
審

議
会
の
答
申
を
受
け
て
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

３
月
議
会
後
、
予
算
を
再
度
見
る

と
よ
く
出
来
た
予
算
だ
と
思
う
。

節
約
し
て
一
生
懸
命
努
力
し
て
今
日
の

基
金
が
あ
る
の
で
、
有
効
に
使
っ
た
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
。
村
長
は
、
道
路

改
良
や
源
じ
い
の
森
等
、
積
極
的
に
事

業
を
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
村
長
の

周
囲
が
ご
た
ご
た
し
て
、
せ
っ
か
く
良

い
事
を
し
た
こ
と
が
村
民
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
。
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
村
民

に
伝
わ
る
よ
う
、
残
り
任
期
で
学
校
施

設
の
整
備
、
ま
た
農
林
業
、
商
工
業
の

方
々
等
に
全
般
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

る
よ
う
な
施
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
価
上
昇
に
伴
う

基
金
の
活
用
に
つ
い
て

佐
武
　
富
實 

議
員

問

問

答

問問 答

問 答

答答


